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明治大学に独立研究科の一つ として、公共政策大学院 を立ち上げ るとい
う構想が出たのは、2000年秋のことであった。新設大学院の正式名称につ
いて、それ を 「ガバナンス」 と呼ぶこ とは、検討 を進める早期の段階です
でに決めていた。ただ、学内ではこの聞 き慣れない表現に理解が得 られず、
公共政策大学院を 「ガバナンス研究科」の前につけ るとい う苦肉の策 も講
じた。 しか し、文科省に届け出た正式の名称は、「ガバナ ンス研究科」であ
る。
「ガバナンス」 と呼ぶことに決めたのには理由があった。従来か ら政府
を表す表現 として使われて きた 「ガバ メン ト」 とい う言葉が、世界の各地
で死語にな りつつある。「ガバ メン ト」は統治などとも呼ばれるが、この言
葉には中央政府や 自治体、それに住民などが タテに並ぶ、上下関係 を志向
す る意味合 いが色濃 く含 まれている。 しか し、社会 は変わった。政府や 自
治体の信頼 性がいろいろな国で下降す る時代になった。「ガバ メンHの 信
頼性が落ち込んでいる分、NPOや民間企業、それに住民の機能 と役割がい
ち じるしく増大 して きた。
最近の社会運営は、 タテ志向の 「ガバ メン ト」か ら、様々な組織や団体
が ヨユ一線に並んで協働する 「ガバナンス」に変わってきている。「ガバナ
ンス」は 日本語 にならない言葉 である。 なかには 「協治」や 「共治」 など
に置 きか える事例 も出ているが、訳語の違 いは ともか くこの言葉の狙 うと
ころは、あた らしい社会運営の方法 を示唆す るところにある。
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「ガバナ ンス研究科」には、地方議員や公務員、それに民間企業につ と
め る社会人学生に くわえ、新卒で公務員 を目指す学生 も在籍 している。そ
の意味で 「ガバナンス研究科」は、これか らの社会運営に必要な人び とを
網羅 してい る。 これか らの時代 の投影図である。様々な経験 を積んだ人び
とが、社会運営の方法について分析 し討議 を重ねる、それが 「ガバナンス
研究科」 を創設 した最大の 目的にほかならない。すでに学生諸君の 自主的
な運営によって、いろいろな勉強会がスター トし、貴重な成果 を上げてき
ている。
今回、学生諸君の活動に も連動 して、「ガバナンス研究」と題す るこの雑
誌 を刊行す ることに した。初 回か らしば らくの間は、「ガバナ ンス研究科」
で教 える教員が、 それぞれの業績 を発表す るとい う体裁 をとるこ とに して
いる。それぞれの論文か ら、「ガバナ ンス研究科」に所属す る教員が、現在
どのような問題に関心 を寄せているかが分かれば と願 っている。将来、 こ
の刊行物は 「ガバナンス研究科」で勉強 を続 ける学生諸君に も開放するつ
もりである。優秀 な業績 をつ ぎつ ぎに紹介 し、「ガバナンス研究」の幅や深
み を増 していきたい と考える。
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